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概　　要

　「島根県立大学魅力ある大学に向けた提案事業」の一環として，「新入看護学生
に対するエチケット教育」を実施した。目的は，学生が社会人としてのマナーを
身に付け，豊かな人間関係を築くことである。
　１年次生の参加者数は，第１コース36名，第２コース90名，第３コース22名であっ
た。全コース参加者は15名であった。各コース終了時のアンケートでは，テーマ
設定や内容に関する評価は高く，肯定的な意見が90％以上であった。今後は，内
容への興味・関心を高め，参加者を増やすことが課題である。
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Ⅰ．はじめに

　近年，医学教育と卒後研修では，医師と患者
関係において，「Etiquette-Based Medicine（エ
チケットに基づく医療）」が提唱され，良いマ
ナーを系統的に教えることが注目を浴びている
（Kahn，2008）。同様に，看護師と患者の関係
において，看護技術より看護師の「きちんとし
た挨拶」が求められている。看護教育における
エチケット教育の必要性が報告されている（森
ら，2005）。
　我々は，学生が社会人としてのマナーを身に
つけ，豊かな人間関係や信頼関係を築くことを
目的として「新入看護学生に対するエチケット
教育(以下プログラム)」を実施した。
　そこで，今回2009年度の本プログラムの概要
と学生アンケート結果をまとめ，基礎資料とし
たいので報告する。

Ⅱ．目　　的

　2009年度本プログラムの成果と課題を明らか
にすることである。

＜用語の定義＞
　「エチケット」とは，自分以外の人に接する
時の心構えや態度とした。
　「エチケット教育」とは，自分以外の人に接
する時の心構えや態度を身につけるために行う
教育とした。
　「マナー」とは，社会一般的な礼儀・約束事
こととした。

Ⅲ．教育方法 

１．対象
　３年課程Ａ短期大学に2009年度入学した看護
学生93名。プログラムの参加は任意である（第
２コースは基本援助方法論の講義内で行った）。

２．プログラムの概要
　①第１コース（写真１．２）
日時：平成21年４月25日 13：30～16：30（180分）
テーマ：基本的マナー，対人マナー
　　　　～豊かな人間関係を築くために～
ねらい： 人間関係における基本マナーとコミュ

ニケーションスキルを身につける
方法：講義・演習
内容：マナーの重要性
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　　　人間関係の基本５原則
　　　信頼感の伝わる立ち居振る舞い
講師：ＪＡＬアカデミー　インストラクター
　　　桃田まどか氏

②第２コース（写真３．４）
日時：平成21年５月１日　９：00～12：10（180分）
テーマ：仲間と気づき学ぶ
　　　　『こころのコミュニケーション』
ねらい： 頭で理解するだけでなく，自分の体験

を通して，自分の生き方や人との関わ
り方など対人関係の問題について気づ
き・学ぶこと

方法：講義・演習
内容：コミュニケーションとは
　　　「気づきの体験学習」みる，きく，伝える
講師：鳥取大学医学部　准教授　高塚人志氏

③第３コース（写真５．６）
日時： 平成22年３月８日（月）14：50～18：00

（180分）

テーマ：魅せるパーソナル・プレゼンテーション
ねらい：信頼される自己表現の基本的考え方と

技術を獲得する
方法：講義・演習
内容：パーソナル・プレゼンテーションを考え

る個性と魅力とイメージ（第一印象）
　　　 信頼される話し方と立ち振る舞い（マ

ナー）
　　　セルフ・プロデュースを身につける
＊当初，10月頃までに修了予定であったが新型
インフルエンザの流行に伴い，第３コースの開
催を遅らせることとなった。

④修了証の授与（写真７）
　第１コース～第３コース全てに参加した者
に，島根県立大学短期大学部出雲キャンパス副
学長から修了証授与された。

 写真１　１コース［基本的マナー，対人マナー］
講義の様子

 写真３　２コース［こころのコミュニケーション］
講義の様子

 写真２　１コース［基本的マナー，対人マナー］
書類を渡す演習

 写真４　２コース［こころのコミュニケーション］
気づきの体験学習（伝える）の様子
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Ⅳ．評価方法

１．間人度尺度の測定
　プログラム前後の学生の人間関係の変化，プ
ログラムの学生への効果を測定するために，既
に信頼性・妥当性が検証されている柿本（1995）
が開発した「間人度尺度」36項目（逆転項目20
項目）を用いた。第１コースに参加申込みをし
た者には第１コース前日に，第３コースには参
加した者に第３コース終了後に調査をした。A
項目（逆転項目12項目）は，社会生活に関する
自分自身の感情や行動がどのくらい当てはまる
かについて問うもので，『１．全くちがうと思う，
２．ややちがうと思う，３．どちらとも言えない，
４．ややそう思う，５．そう思う』，B項目（逆
転項目８項目）は社会生活に関する意見や態度
についてどう思うか問うもので，『１．まった
く反対，２．やや反対，３．どちらとも言えな

い，４．やや賛成，５．まったく賛成』の５件
法で行った。A項目とB項目あわせて，正項目
の合計得点から逆転項目の合計得点を引き算し
算出することで間人度得点が導き出される。得
点が高いほど間人度が高いことを示す。

２．コ－スについてのアンケ－ト
　各コースの評価をする目的で各コース終了後
に，テーマ・内容に関する５項目について『５．
そう思う，４．ややそう思う，３．どちらでも
ない，２．あまりそう思わない，１．そう思わ
ない』の５件法でアンケート調査を行った。あ
わせて「参加した学び」「その他（感想，意見等）」
を自由記載として記入してもらった。

３．分析方法
　間人度尺度は，間人度得点を算出し，平均値
ならびに標準偏差を求めた。各項目の得点の平
均値および間人度得点の平均値をｔ検定した。
ｔ検定を行う際には，逆転項目は逆転処理を行
い用いた。プログラム後のデータは，全コース
参加したもののみ使用した。
　コース毎のアンケートは，テーマ・内容に関
し，単純集計をした。
　有意水準５％とし，統計ソフトはSPSS for 
Windows 13.0Jを用いた。

４．倫理的配慮
　研究目的・方法，無記名式であり個人が特定

 写真５　３コース［魅せるﾊﾟー ｿﾅﾙ・ﾌ ﾚ゚ｾ ﾝ゙ﾃｰｼｮﾝ］
ｾﾙﾌﾌ ﾛ゚ﾃ ｭ゙ｰｽ演習①

 写真６　３コース［魅せるﾊﾟー ｿﾅﾙ・ﾌ ﾚ゚ｾ ﾝ゙ﾃｰｼｮﾝ］
ｾﾙﾌﾌ ﾛ゚ﾃ ｭ゙ｰｽ演習②

 写真７　修了書を手にした学生の様子
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されることはないこと，プログラムの参加は，
研究協力を強いるものではないこと，協力の有
無によって利益・不利益を受けることがないこ
と，データは施錠管理しシュレッダーで破棄す
ること，目的以外に使用することはないこと，
まとめた結果は口頭および誌上で発表すること
を文書と口頭で説明した。回収は回収箱を設置
し自主提出とし，提出をもって研究協力への同
意が得られたとした。

Ⅴ．結　　果

１．プログラム参加状況
　第１コース：36名
　第２コース：90名

　第３コース：22名
　全コース参加者：15名

２．間人度得点
　表１に各項目の質問内容と平均値および標準
偏差，表２に間人度得点の平均値と標準偏差を
示す。
　プログラム前：第１コースに参加申し込みを
した38名（当日２名不参加）中，アンケートの
協力が得られたのは37名（回収率97.3％）で，
平均得点は-4.05（ＳＤ±19.98）であった。
　プログラム後：全コース参加した15名中，ア
ンケートの協力が得られたのは11名で，平均得
点は1.18（ＳＤ±18.90）あった。 
　プログラム後がプログラム前より高値であっ
た。有意差はなかった。

３．コ－スについてのアンケ－ト
　各コースのアンケート結果を図１．２．３に示

  表１　間人度尺度

  表２　プログラム前後の間人度得点
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す。Cronbachのα係数は0.803であった。
　第１コース終了後：協力が得られたのは36
名（回収率100％）であった。肯定的回答「そ
う思う」「ややそう思う」の割合は，「テーマ設
定は良かった」97.2%，「内容は理解しやすかっ
た」100.0%，「内容への興味・関心があった」
100.0%，「満足感があった」97.2%「今後に活用

できる」100.0%でいずれも高値であった。自由
記載「参加した学び」「その他（感想・意見）」
は『学校生活でも使えることが多くあったので，
さっそく利用したい。そして今後利用していく
ことでエチケット・マナーのある人材になりた
い』『３時間は絶対長いと思っていましたが，
本当に早く感じて，今日来てよかったなって思

図１　１コース終了後　アンケート結果

図３　３コース終了後　アンケート結果

図２　２コース終了後　アンケート結果
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いました』等であった。
　第２コース終了後：協力が得られたのは86
名（回収率95.5％）であった。肯定的回答「そ
う思う」「ややそう思う」の割合は，「テーマ設
定は良かった」95.3%，「内容は理解しやすかっ
た」100.0%，「内容への興味・関心があった」
97.7%，「満足感があった」98.8%，「今後に活用
できる」97.7%でいずれも高値あった。自由記
載「参加した学び」「その他(感想・意見)」は『コ
ミュニケーションというのは，伝え合うだけで
なく，相手のことを思いやって，理解しようと
歩み寄ることが大切など思いました』『人それ
ぞれ違うこと，立つ場所がちがえば見る所が
違ってくる，そんなとき，いかにコミュニケー
ションが大切かよくわかりました』『１コース
と連結する部分があり，コミュニケーションの
大切さがさらによくわかった。今まで何気なく
見てきたこと，考えてきたことについて振り返
るいい機会になった』等であった。
　第３コース終了後：協力が得られたのは20名
（回収率90.9％）であった。肯定的回答「そう
思う」「ややそう思う」の割合は，「テーマ設定
は良かった」90.0%，「内容は理解しやすかった」
90.0%，「内容への興味・関心があった」90.0%，
「満足感があった」90.0%，「今後に活用できる」
90.0%でいずれも高値あった。自由記載「参加
した学び」「その他（感想・意見）」は『エチケッ
トを守ることで，人からうける印象を少しでも
よくなるように努力していきたいです』『自分
は相手にどう見られているか自分だけでは分か
らなかった事も，他の人にみてもらうことによ
り気付くことができ良かった』であった。

Ⅵ．考　　察

　参加者数は，対象93名に対し参加者数は，第
１コースは38.7％，第３コースは23.6％であり，
参加状況は少なかったと言える。
　「コースについてのアンケ－ト」は全コース・
全項目において，肯定的回答「そう思う」「や
やそう思う」の割合が90％以上であった。ま
た，自由記載も肯定的な意見が多く，各コース
のテーマ・内容は良かったと判断できる。
　「間人度得点」は，プログラム前に比べてプ

ログラム後の平均値が高かったが有意差は無
かった。
　冨澤（1997）が３年課程短期大学の看護学生
に，「現在，短大生活で思っている不安や不満」
を尋ねたところ「カリキュラムが過密であるこ
と」と45.1％の学生が答えたと述べている。こ
れは，学生生活に関すること等を含む全項目中
で一番多かった。Ａ短期大学においても同じ３
年課程であり，ほぼ毎日３～５コマ授業が組み
込まれていることから，Ａ短期大学の学生もカ
リキュラムが過密だと感じている学生が多いの
ではないか。本プログラムの参加は任意参加（第
２コース以外）であり，過密なカリキュラムと
感じている中で，沢山の学生に参加してもらう
には，学生の興味をかき立てたり，目に見えて
メリットがあるプログラムを組み立てていく必
要性が示唆された。「コ－スについてのアンケ
－ト」で「内容への興味・関心があった」の評
価が他に比べて低めであったことからも，この
ことが言える。
　また，「間人度得点」が，プログラム前に比
べてプログラム後の平均値が高かったのは，過
密なカリキュラムと感じている中で，全ての
コースに参加した学生が人間関係を良くしたい
という意識をもっていることや，人間関係を学
ぶ講義等に熱心に参加している学生であること
が推察できる。

Ⅶ．結　　論

１．コ－スについてのアンケ－トは，全コース
の全項目において，肯定的な意見が90％以上
であった。自由記載も肯定的な意見が多く，
各コースのテーマ・内容は良かったと言える。
２．本プログラム参加者数は少なかった。学生
が過密なカリキュラムと感じている状況で，
任意参加のプログラムに沢山の学生参加を促
すには，興味をかき立てたり，目に見えてメ
リットがあるプログラムを組み立てていく必
要があることが示唆された。
３．間人度得点は，プログラム前に比べてプロ
グラム後の平均値が高かった。過密なカリ
キュラムと感じている中で，全てのコースに
参加した学生が人間関係を良くしたいという
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意識をもっていることが理由として推察され
た。

Ⅷ．おわりに

　本プログラムは「島根県立大学魅力ある大学
に向けた提案事業」の一環として行った。

引用文献

１）柿本敏克（1995）：内集団バイアスに影響
を及ぼす個人差要因，社会心理学研究，
11，94-104.

２）Kahn, M W（2008）：Etiquette-Based 
Medicine, New England Journal of 

Medicine，l358 (19), 1988-1989.
３）森仁実，小野幸子，グレッグ美鈴，会田敬志，
松山洋子，出井美智子，小田和美，古川直美，
林幸子，平山朝子（2005）：患者満足度調
査からみたA病院における看護サービスの
あり方，岐阜県立看護大学紀要，６（１），
51-56.

４）冨澤美幸（1997）：本学看護科学生の看護
に関する意識調査と社会への関心度，足利
短期大学研究紀要，17，57-64．



－ 128 －

田原　和美・吉川　洋子・長島　玲子・高橋恵美子・山下　一也

Evaluation of Etiquette Education to New Nursing Student：
The Practice Report in the 2009 

Academic Year.
Kazumi TAWARA, Yoko YOSHIKAWA,  Reiko NAGASHIMA,  

Emiko TAKAHASHI and Kazuya YAMASHITA　

Key Words and Phrases：Etiquette education， New nursing student，Manners．


